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@Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. 



岡山県の山間部に多く残る、茅葺き屋根にトタンを被せて生き永らえてきた古民家 

の改修計画。 築120 年を超える古くて大きなこの家を60 代の夫婦は持て余してい 

た。敷地内にはこの母屋の他に約30 年前に建てられた離れ、土蔵、木小屋と呼ばれ 

る倉庫が建っており、広い敷地にもかかわらずとても窮屈な状態だった。 改修する 

にあたり、まずこの窮屈な敷地に余白を取り戻す事が必要だと考えた。また、同時 

に今の時代に先人の遺したこの家を改修する意味というものについて強く考えた。 

現状、この家は時代や家族の変化に伴い増改築が繰り返され、新築当時の潔さは無 

く、ぶよぶよと余計なものがまとわりついているように思えた。過去の姿に似せて 

綺麗に取り繕っていくのではまた同じく余計なものがつき、根本的な解決にはなら 

ない。そこで私達は、長い年月をかけてまとわりついたものを取払い、新築当時の 

軸組まで戻す事とした。120 年前からそこにあったこの家はもはや敷地の環境その 

ものであり、その環境の中に今必要とされているボリュームを置いていく。古民家 

の廉価版ではなく、この場所そのものが今にふさわしい姿になる事を目指している。



約100年もの永い間この土地に建っていた建物を、木や池のように、もともとそこにある環境として考える。



既存写真 既存写真 







@Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. 一部ガラスの金属屋根、コアとなる箱、サッシによって切り取られる内部、浮いた板間、明るい床下、大きな土間。バラバラなそれぞれの要素が既存の軸組という設計図によって統一され、再構築される。



@Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. 



既存の軸組の大らかさの中に人の住むボリュームが間借りする。 @Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. 



@Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. リビングを取り囲む床と天井は、部屋の単位を越えて変化しながら繋がっていく。



@Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. @Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. 



@Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. 



内部に唯一既存の梁が現れるリビング。 @Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. @Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. 



@Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. @Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. 既存の軸組を様々な断面で切り取る。



@Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. 視界に明るい床下が広がる半地下空間。



@Koji Fujii / Nacasa&Partners Inc. 


